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第
４
施
設
団
（
団
長

坂
元
陸
将
補
）
は
、
令
和
３
年
２
月
１
日
（
月
）
か
ら
５
日
（
金
）
迄
の
間
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
軍
の
将
校
に
対
し
て
、
道
路
建
設
に
必
要
な
道
路
測
量
技
術
に
つ
い
て
陸
自
初
の
オ

ン
ラ
イ
ン
教
育
を
実
施
し
た
。
教
育
を
担
当
し
た
第
７
施
設
群
（
群
長

坂
本
１
佐
）
は
、
陸
上
自
衛

隊
と
し
て
初
め
て
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
で
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
派
遣
施
設
大
隊
の
基
幹
部
隊
と
し
て
現
地
で
活
躍
し

た
部
隊
で
あ
る
。
参
加
者
は
、
相
互
に
深
い
縁
を
感
じ
な
が
ら
両
国
の
懸
け
橋
と
な
る
べ
く
、
真
剣
に

教
育
に
取
り
組
み
、
令
和
３
年
度
に
日
本
に
招
へ
い
さ
れ
、
引
き
続
き
測
量
技
術
に
係
る
全
て
の
教
育

を
履
修
す
る
予
定
で
あ
る
。

富山県小矢部市における
鳥インフルエンザ発生に係る災害派遣

災害
派遣

カ
ン
ボ
ジ
ア
能
力
構
築
支
援

令
和
３
年
１
月
22
日
（
金
）
、
富
山
県
小
矢
部
市

に
所
在
す
る
養
鶏
場
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

し
、
１
月
23
日
（
土
）
富
山
県
知
事
か
ら
の
災
害
派

遣
要
請
に
基
づ
き
、
第
10
師
団
（
師
団
長

鈴
木
陸

将
）
隷
下
の
第
14
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

根
本
１

佐
）
が
派
遣
さ
れ
た
。
連
隊
は
、
富
山
県
か
ら
要
請

さ
れ
た
任
務
を
24
時
間
態
勢
で
遂
行
し
、
１
月
24
日

（
日
）
に
県
知
事
か
ら
の
撤
収
要
請
を
受
け
て
災
害

派
遣
を
終
了
し
た
。

教育に参加するカンボジア軍

模型等を活用したオンライン教育を実施する第７施設群の隊員

作業準備をする隊員
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方面対空戦闘訓練

令
和
３
年
２
月
12
日
（
金
）

か
ら
13
日
（
土
）
の
間
、
中
部

方
面
隊
（
総
監

野
澤
陸
将
）

は
、
令
和
２
年
度
日
米
共
同
統

合
防
災
訓
練
に
参
加
し
た
。

本
訓
練
は
、
災
害
発
生
時
に

お
け
る
自
衛
隊
と
防
災
関
係
機

関
と
の
連
携
及
び
日
米
共
同
に

よ
る
災
害
対
処
能
力
の
維
持
・

向
上
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
。

中
部
方
面
隊
か
ら
は
方
面
総

監
部
、
第
13
旅
団
、
第
14
旅

団
及
び
中
部
方
面
航
空
隊
等
が

参
加
し
、
防
災
関
係
機
関
及
び

在
日
米
軍
と
の
連
携
要
領
に
つ

い
て
演
練
し
、
災
害
発
生
に
備

え
た
有
意
義
な
訓
練
と
な
っ
た
。

北海道訓練センター運営検証

令和２年度日米共同
統合防災訓練

令
和
３
年
２
月
15
日
（
月
）
か
ら
19
日
（
金
）
の
間
、
中
部
方
面
隊

（
総
監

野
澤
陸
将
）
は
、
青
野
原
駐
屯
地
等
に
お
い
て
、
方
面
対
空

戦
闘
訓
練
を
実
施
し
た
。
参
加
部
隊
は
、
第
８
高
射
特
科
群
、
各
師
・

旅
団
高
射
特
科
部
隊
及
び
中
部
方
面
通
信
群
等
で
あ
り
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
対
空
戦
闘
訓
練
に
参
加
し
た
。

本
訓
練
は
、
方
面
高
射
特
科
群
及
び
各
師
・
旅
団
高
射
特
科
部
隊
に

と
っ
て
練
度
向
上
の
良
き
機
会
と
な
っ
た
。

防御準備を進める各部隊
（上段：第１７普通科連隊 下段左：第１３高射特科中隊 下段右：第１３施設隊）

令
和
３
年
１
月
22
日
（
金
）
か
ら
２
月
７
日
（
日
）
の
間
、
第
13

旅
団
（
旅
団
長

兒
玉
陸
将
補
）
は
、
九
州
で
実
施
さ
れ
た
北
海
道
訓

練
セ
ン
タ
ー
運
営
検
証
に
参
加
し
た
。

運
営
検
証
に
は
第
13
旅
団
隷
下
の
第
17
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

杵
淵
１
佐
）
が
基
幹
と
な
っ
て
参
加
し
、
防
御
戦
闘
訓
練
を
行
っ
た
。

本
運
営
検
証
は
、
第
13
旅
団
に
と
っ
て
も
更
な
る
練
度
向
上
の
資
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
良
き
機
会
で
あ
っ
た
。

航空自衛隊美保基地において、輸送機に積載
される高機動車

シミュレーションによる訓練の状況
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〈中部方面隊〉
〈公式ホームページ〉

令
和
３
年
１
月
31
日
（
日
）
、

中
部
方
面
後
方
支
援
隊
（
隊
長

安
井
１
佐
）
隷
下
の
第
１
０
３
不

発
弾
処
理
隊
（
隊
長

生
田
３

佐
）
に
よ
り
１
０
０
０
ポ
ン
ド
爆

弾
（
約
５
０
０
㎏
）
の
処
理
が
高

知
県
安
芸
市
で
実
施
さ
れ
た
。

不
発
弾
処
理
時
に
は
安
全
の
た

め
、
地
元
自
治
体
に
よ
り
半
径
３

０
０
ｍ
の
範
囲
（
住
民
約
５
０
０

名
）
の
避
難
が
実
施
さ
れ
た
。

不
発
弾
処
理
は
、
午
前
９
時
か

ら
作
業
が
開
始
さ
れ
、
約
２
時
間

後
に
信
管
（
爆
弾
を
起
爆
さ
せ
る

た
め
の
装
置
）
が
安
全
に
取
り
外

さ
れ
た
。
不
発
弾
処
理
は
、
全
国

で
年
間
約
１
５
０
０
件
（
中
方
で

は
約
４
０
０
件
）
行
わ
れ
て
い
る

が
、
い
ず
れ
も
事
故
な
く
安
全
に

処
理
さ
れ
て
い
る
。

不発弾処理（高知県安芸市）

中
部
方
面
隊
公
式
Ｈ
Ｐ
で
は
、

「
ダ
ー
ツ
の
旅
」
等
の
動
画
や

過
去
の
広
報
紙
「
飛
鳥
」
を
公

開
中
で
す
。
今
回
、
ご
当
地
グ

ル
メ
部
門
１
位
を
獲
得
し
た
伊

丹
飯
は
、
飛
鳥
１
２
９
号
で
紹

介
記
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

イベント情報

実施
予定日

行事名 場所 問い合わせ先

4/29

ヌマジ交通
ミュージアム
における演奏
(第13音楽隊)

広島市
交通科学
博物館

自衛隊
広島地方
協力本部
082-221-2957

陸自飯グランプリ
伊丹飯、３種肉ひつまぶし

部門１位獲得！

全
国
の
陸
上
自
衛
隊
各
駐
屯

地
食
堂
の
ご
当
地
メ
ニ
ュ
ー
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
を
競
う
陸
自
飯
グ

ラ
ン
プ
リ
が
令
和
３
年
２
月
に

開
催
さ
れ
た
。

陸
自
飯
グ
ラ
ン
プ
リ
で
は
、

ご
当
地
グ
ル
メ
、
ラ
ー
メ
ン
、

丼
、
肉
料
理
の
４
つ
の
各
部
門

の
１
位
と
各
部
門
１
位
に
よ
る

総
合
１
位
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
票
に

よ
り
争
わ
れ
た
。
こ
の
「
陸
自

飯
」
に
中
部
方
面
隊
管
内
か
ら

全
て
の
駐
屯
地
が
自
慢
の
メ

ニ
ュ
ー
を
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
と

こ
ろ
、
伊
丹
飯
（
伊
丹
駐
屯

地
）
が
ご
当
地
グ
ル
メ
１
位

（
総
合
３
位
）
、
３
種
肉
ひ
つ

ま
ぶ
し
（
守
山
駐
屯
地
）
が
肉

料
理
部
門
１
位
（
総
合
２
位
）

を
獲
得
し
た
。

「ご当地グルメ」部門１位（総合３位）
伊丹飯（伊丹駐屯地）

「肉料理」部門１位（総合２位）
３種肉ひつまぶし（守山駐屯地）

不発弾処理の状況

日程等の変更や観客数に制限が設けられる場
合があります。事前にご確認ください。

４月の各駐屯地の記念行事等について

４月の各駐屯地記念行事等は新型コロナウイル
スの流行に伴い、無観客での実施または中止と
なっております。



日
本
原
駐
屯
地
業
務
隊
は
、
岡
山
県
北
部
の
16

市
町
村
を
担
当
地
域
と
し
て
、
関
係
部
外
団
体
と

連
携
し
た
家
族
支
援
施
策
の
更
な
る
拡
充
を
目
標

に
掲
げ
活
動
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
１
月
に
は
、
岡
山
県
自
衛
隊
家
族
会

勝
北
地
区
と
駐
屯
地
が
家
族
支
援
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。
日
本
原
駐
屯
地
は
、
こ
れ
に

よ
り
２
コ
家
族
会
（
勝
北
地
区
と
津
山
地
区
）
、

１
コ
自
治
体
（
奈
義
町
）
と
協
定
を
締
結
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
関
係
部
外
団

体
と
の
調
整
場
面
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
協
定
締
結
範
囲
の
拡

大
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
駐
屯
地
は
、
令
和
２
年
２
月
に
実
施
さ

れ
た
「
南
海
レ
ス
キ
ュ
ー
０
１
」
に
お
い
て
、
実

動
に
よ
る
安
否
確
認
訓
練
を
家
族
会
と
連
携
し
て

行
い
ま
し
た
。
安
否
確
認
依
頼
が
あ
っ
た
隊
員
家

族
の
自
宅
へ
家
族
会
地
区
長
と
と
も
に
訪
問
し
て
、

安
否
確
認
を
兼
ね
た
顔
合
わ
せ
を
行
う
等
、
事
態

発
生
時
に
お
け
る
円
滑
な
連
携
要
領
に
つ
い
て
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
家
族
会
・
隊
友
会
と
の
連
携
を
更
に

深
化
さ
せ
、
家
族
支
援
態
勢
を
よ
り
強
固
な
も
の

に
し
て
、
隊
員
が
安
心
し
て
任
務
に
ま
い
進
で
き

る
環
境
を
構
築
し
て
参
り
ま
す
。

ふ ぁ み さ ぽ 通 信 （連載：第５１回）

日
本
原
駐
屯
地
業
務
隊

第１０施設大隊
最先任上級曹長
（春日井駐屯地）

陸曹長
石原 宗丈

（４）２０２１年３月１８日発刊号 中部方面隊広報紙

ＣＳＭの提言

地本のチカラ

（連載第２３回：石川地本）

「
言
葉
は
心
の
ビ
タ
ミ
ン
」

言
葉
に
は
隊
員
を
そ
の
気
に
さ
せ
、
や
る
気
を

引
き
出
す
一
方
、
時
に
は
と
ん
で
も
な
い
方
向
へ

と
導
い
て
し
ま
う
力
が
あ
り
ま
す
。

社
会
、
家
庭
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

不
足
と
言
わ
れ
る
い
ま
、
社
会
で
は
離
職
者
の
増

加
や
仕
事
に
対
す
る
対
応
力
が
乏
し
い
と
い
う
問

題
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
家
庭
で
は
会
話
が
減
り
、

希
薄
な
人
間
関
係
が
増
え
て
い
る
中
、
私
は
隊
員

に
声
を
か
け
話
す
機
会
、
接
す
る
機
会
を
多
く
持

つ
こ
と
を
大
切
に
し
、
褒
め
て
伸
ば
す
前
向
き
な

言
葉
を
伝
え
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
「
明
る

い
笑
顔
が
良
い
ね
」
「
い
い
心
が
け
だ
ね
」
「
あ

り
が
と
う
」
と
言
葉
を
か
け
る
と
隊
員
た
ち
も
満

面
な
笑
顔
で
返
事
を
返
し
て
く
れ
、
こ
ち
ら
も
嬉

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
隊
員
た
ち
に
と
っ
て

前
向
き
な
言
葉
は
、
明
る
く
元
気
溌
溂
と
訓
練
・

業
務
等
に
励
む
た
め
の
原
動
力
で
す
。
日
々
の
心

が
け
と
前
向
き
な
言
葉
の
積
み
重
ね
は
、
幅
広
く
、

よ
り
深
い
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
の
大
き
な
力
と

な
り
、
一
人
ひ
と
り
の
心
の
ビ
タ
ミ
ン
に
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。

言
葉
は
、
発
す
る
人
の
人
間
性
を
表
す
も
の
で

す
。
「
自
分
自
身
の
心
を
磨
き
日
々
の
よ
り
良
い

言
葉
を
発
し
て
い
く
」
そ
れ
に
よ
っ
て
周
囲
の
人

に
活
力
を
与
え
、
温
か
く
親
密
な
人
間
関
係
の
輪

が
広
が
っ
て
い
け
ば
部
隊
の
健
全
性
が
保
た
れ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。

自
衛
隊
石
川
地
方
協
力
本

部
（
本
部
長

中
川
１
空

佐
）
は
、
令
和
２
年
11
月
22

日
（
日
）
、
秋
晴
れ
の
金
沢

駐
屯
地
に
お
い
て
、
中
部
方

面
航
空
隊
の
支
援
を
受
け
、

Ｕ
Ｈ―

１
の
体
験
搭
乗
を
実

施
し
ま
し
た
。

加
え
て
、
金
沢
駐
屯
地
の

提
案
に
よ
り
、
こ
の
日
を

「
募
集
広
報
の
日
」
に
設
定

し
、
車
両
体
験
試
乗
、
装
備

協定締結式

安否確認訓練実施中の家族会地区会長

品
展
示
、
施
設
見
学
、
資
料
館
の
開
放
、
隊
員
と
の
懇
談
、
迷
彩

服
・
制
服
試
着
、
指
紋
採
取
等
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設
定
し
て

頂
き
、
体
験
搭
乗
枠
数
以
上
の
募
集
対
象
者
及
び
ご
家
族
を
お
招

き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
募
集
対
象
者
等
74
名
は
、
搭
乗
前
教
育
等
を
受
け
た

後
、
順
に
Ｕ
Ｈ―

１
に
よ
る
古
都
金
沢
上
空
の
旅
を
体
験
す
る
と

と
も
に
、
興
味
の
あ
る
コ
ー
ナ
ー
で
様
々
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

全
コ
ー
ナ
ー
を
回
っ
た
方
、
迷
彩
服
と
ド
ー
ラ
ン
に
身
を
固
め
て

車
両
と
記
念
撮
影
を
し
た
方
、
懇
談
コ
ー
ナ
ー
で
駐
屯
地
隊
員
と

た
っ
ぷ
り
１
時
間
話
し
た
方
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
自
衛
隊
を
よ

り
深
く
理
解
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
の
各
種
制
約
下
で

の
実
施
で
し
た
が
、
「
ヘ
リ
体
験
搭
乗
」
と
「
募
集
広
報
の
日
」

の
同
時
開
催
に
よ
る
相
乗
効
果
で
、
募
集
対
象
者
の
興
味
に
応
じ

た
幅
広
く
充
実
し
た
広
報
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
支
援
し
て
く

だ
さ
っ
た
各
部
隊
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

石
川
地
方
協
力
本
部
は
、
今
後
も
部
隊
と
一
体
と
な
っ
た
広
報

活
動
を
展
開
し
、
自
衛
隊
へ
の
理
解
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ＵＨ－１への搭乗

迷彩服、ドーラン姿の参加者

高機動車体験試乗


